
応
用
地
質
と
G
S
A
(東
京
都
新
宿
区
)
は
、
建
築
物
と
地
盤
情
報
を
融
合
し
た
3
次
元
モ

デ
ル
デ
ー
タ
の
提
供
に
乗
り
出
す
。

B
I
M
(ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ

デ
リ
ン
グ
)
を
導
入
し
た
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
拡
大
す
る
中
で
、
地
盤
も
含
め
た
3
次
元
モ

デ
ル
の
有
効
性
が
求
め
ら
れ
る
と
判
断
し
、
技
術
提
携
を
結
ん
だ
。
互
い
の
モ
デ
リ
ン
グ
技
術

を
合
わ
せ
た
融
合
モ
デ
ル
を
武
器
に
、
計
画
段
階
か
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
画
を
狙
う
。

最

t
恥
M
U

抑制叫
脅
ヤ
ー
ド

1-
b
M
1
'

一
、
晶
、
ン
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ス
ト
を
提
供
す
る
手
段
に
も
な

h
m
w
ド

一

h
u
リ
!
シ
ョ
ン
・
モ
デ
る
。

t
d
H
Z

一
ぼ
一
リ
ン
グ
)
の
試
行

B
I
M
導
入
に
積
極
的
な
ゼ
ネ

J

、
-
k

一

C
一
業
務
で
、

3
次
元
コ
ン
だ
が
、
地
盤
モ
デ
ル
の
ノ
ウ

!
、
A
F
1
a

一
、
一
モ
デ
リ
ン
グ
に
協
ハ
ウ
や
実
績
が
少
な
い
だ
け
に

「

|

ノ

ぜ

、

一

朗

自

問

一

力

し

た

G
S
A
と
「
融
合
モ
デ
ル
の
利
用
価
値
は
大

一
品
広
一
地
盤
構
造
を
手
が
き
い
」
と
、
両
社
は
口
を
そ
ろ
え

て
創
刊
州
一
け
だ
応
用
地
質
が
る
。
技
術
提
携
を
結
ん
だ
こ
と
で
、

一
平
で
一
互
い
の
成
果
を
合
業
務
を
紹
介
し
合
う
な
ど
新
た
な

一
』
、
、
一
わ
せ
た
融
合
モ
デ
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生
む
シ
ナ

一
仁
川
一
ル
を
、
設
計
者
に
ジ
l
効
果
に
も
期
待
を
寄
せ
て
い

L

提
供
し
た
こ
と
が
る
。

応
用
地
質
は
豊
富
な
3
次
元
地

盤
モ
デ
ル
実
績
を
も
ち
、

G
S
A

は
建
築
や
土
木
の
3
次
元
モ
デ
リ

ン
グ
に
定
評
が
あ
る
。
設
計
か
ら

施
工
に
至
る
本
格
的
な
B
I
M
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
増
え
、
計
画
段
階

に
建
設
コ
ス
ト
を
算
出
す
る
切
り

口
と
し
て
も
、
建
築
と
地
盤
の
融

合
モ
デ
ル
は
効
果
的
だ
。

建築と地盤の融合3次元モデル

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
応
用
地
質
は
土
木
分

野
を
中
心
に
2
0
0件
を
超
え
る

3
次
元
地
盤
解
析
を
進
め
て
き
た

が
、
提
携
を
足
が
か
り
に
建
築
分

野
へ
の
3
次
元
地
盤
モ
デ
ル
提
供

を
さ
ら
に
拡
大
す
る
。
東
日
本
大

震
災
を
契
機
と
し
て
地
盤
に
関
連

し
た
り
ス
ク
評
価
の
ニ
!
ズ
は
高

ま
っ
て
お
り
、
建
築
モ
デ
ル
と
融

合
し
た
地
盤
情
報
を
提
供
で
き
れ

ば
「
建
築
主
側
に
立
っ
て
計
画
段

階
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ

る
こ
と
も
で
き
る
」
(
嘉
山
稔
朗

社
会
シ
ス
テ
ム
事
業
部
副
事
業
部

長
)
と
の
狙
い
も
あ
る
。

一
方
の
G
S
A
は、

B
I
Mプ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
高
度
化
に
伴
い
、

設
計
者
や
施
工
者
か
ら
よ
り
詳
細

な
3
次
元
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

求
め
ら
れ
る
中
で
「
地
盤
情
報
と

の
融
合
が
大
き
な
付
加
価
値
に
な

る
」
(
宮
田
信
彦
常
務
)
と
技
術

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

【建設ICT】

1 .日経 2.朝日
4.読売 5.岐阜
7.産経 8.静岡
10.中部経済 11.建通
⑬建設通信 14.信濃毎日
16.建設工業

p 3 タ)-平成26年S月幼日て朝7・

CsUser0
建設通信新聞


